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平
成
二
十
七
年
一
月
十
六
日
付
書
面
に
よ
る
理
事
会
議
事
録
概
要 

 

〔
提
案
事
項
〕 

１ 

日
立
金
属
株
式
会
社
か
ら
の
寄
付
金
受
領
に
つ
い
て 

提
案
者 

会
長 
小
野 

裕 

理
事
会
の
決
議
が
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
た
日 

 

平
成
二
十
七
年
一
月
十
六
日(

金) 

議
事
録
作
成
理
事 

専
務
理
事 

柴
原 

勤 

平
成
二
十
七
年
一
月
九
日
、
会
長
小
野
裕
が
理
事
及
び
監
事
の
全
員
に
対
し
て
、
理

事
会
の
決
議
の
目
的
で
あ
る
事
項
に
つ
い
て
、
提
案
書
を
発
送
し
、
当
該
提
案
に
つ
き

理
事
の
全
員
か
ら
文
書
に
よ
り
同
意
す
る
旨
の
意
思
表
示
を
、
ま
た
、
監
事
か
ら
文
書

に
よ
り
異
議
が
な
い
旨
の
意
思
表
示
を
得
た
の
で
、
定
款
第
四
十
四
条
に
基
づ
き
、
当

該
各
提
案
を
承
認
可
決
す
る
旨
の
理
事
会
の
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
六
年
度
第
二
回
臨
時
理
事
会
議
事
録
概
要 

 

１
．
開
催
年
月
日 

平
成
二
十
七
年
二
月
十
日(

火)

午
後
二
時
～
三
時 

 

２
．
開
催
場
所 

公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会 

四
階 

講
堂 

３
．
理
事
現
在
数 

二
十
名 

（
定
足
数
十
一
名
） 
 

出
席
理
事
数 

十
六
名 

 

出
席
し
た
理
事
の
氏
名 

小
野
裕
、
柴
原
勤
、
志
塚
徳
行
、
福
本
富
雄
、
滝
澤 

能
直
、
上
條
栄
、
中
野
秀
哉
、
新
井
康
男
、
鷺
谷
政
信
、
江
川
宏
、
小
野
信
市
、

近
藤
邦
治
、
佐
藤
一
典
、
澤
田
康
則
、
松
永
廣
吉
、
山
口
石
根 

 
 

 
 

欠
席
し
た
理
事
の
氏
名 

諸
橋
泰
、
山
田
晴
比
古
、
秋
田
敏
彰
、
鈴
木
叡 

４
．
監
事
現
在
数 

 

二
名 

出
席
監
事
数 

 

二
名 

 
 

出
席
し
た
監
事
の
氏
名 

杉
山
清
、
小
池
哲 

 
 

 
 

陪
席 

刀
剣
博
物
館
建
設
準
備
委
員
笠
原
克
美
顧
問
弁
護
士
、
同
三
浦
修
顧
問
税

理
士
、
槇
総
合
計
画
事
務
所
若
月
幸
敏
副
所
長 

 

５
．
議
長
の
氏
名 

 

小
野
裕
会
長 

６
．
議 

 

案 

第
１
号
議
案 

新
刀
剣
博
物
館
建
築
工
事
施
工
予
定
者
選
定
に
つ
い
て 
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７
．
理
事
会
の
議
事
の
経
過
の
要
領
及
び
結
果 

(

１)

定
足
数
の
確
認 

 
 

議
長
が
定
足
数
を
確
認
し
、
本
会
議
の
成
立
を
宣
言
し
ま
し
た
。 

(

２)

議
案
の
審
議
状
況
及
び
議
決
結
果
等 

定
款
の
規
定
に
基
づ
き
、
小
野
会
長
が
議
長
と
な
り
、
出
席
理
事
へ
の
謝
辞
と
監
事

二
名
の
出
席
を
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
日
は
刀
剣
博
物
館
建
設
準
備
委
員
及
び

槇
総
合
計
画
事
務
所
の
若
月
副
所
長
の
陪
席
の
報
告
が
あ
り
、
規
程
に
則
り
、
委
員

に
ご
意
見
が
あ
っ
た
場
合
に
ご
発
言
い
た
だ
く
こ
と
に
つ
い
て
理
事
の
皆
様
の
ご

了
承
を
い
た
だ
き
た
い
、
と
の
提
案
が
あ
り
全
員
異
議
な
く
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
１
号
議
案 

新
刀
剣
博
物
館
建
築
工
事
施
工
予
定
者
選
定
に
つ
い
て 

 

議
長
か
ら
柴
原
専
務
理
事
か
ら
説
明
さ
せ
る
と
の
発
言
が
あ
り
、
次
の
と
お
り
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。 

柴
原
専
務
理
事 

経
過
報
告
及
び
資
料
の
説
明
は
先
ほ
ど
の
委
員
会
と
重
複
し
ま

す
の
で
省
略
し
ま
す
。
会
長
以
下
執
行
役
員
及
び
槇
総
合
計
画
事
務
所
と
検
討
し
た

結
果
、
戸
田
建
設
（
株
）
を
指
名
し
、
施
工
予
定
者
と
し
て
選
定
い
た
し
た
く
、
そ

の
承
諾
を
ご
審
議
願
い
ま
す
。
ご
意
見
が
あ
れ
ば
ご
発
言
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

さ
き
の
刀
剣
博
物
館
建
設
準
備
委
員
会
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
種
々
論
議
の
結
果
、

挙
手
に
よ
る
決
を
お
願
い
し
た
い
と
の
議
長
の
提
案
に
よ
り
、
第
一
号
議
案
で
あ
る

博
物
館
建
築
施
工
予
定

者
は
満
場
一
致
で
戸
田

建
設
株
式
会
社
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。 

８
．
報
告
事
項 

日
立
金
属
株
式
会
社
か
ら
の
ご
寄
付
に
よ
り
実
現
し
た
日
刀
保
た
た
ら
地
下
構
造

改
修
工
事
は
無
事
に
完
了
し
、
完
了
後
、
初
め
て
の
操
業
を
一
月
二
十
一
日
に
第
一

代
火
入
れ
式
を
行
い
二
十
四
日
に
鉧
出
し
、
同
月
二
十
八
日
に
第
二
代
火
入
れ
式
を

行
い
三
十
一
日
に
鉧
出
し
、
二
月
四
日
に
第
三
代
火
入
れ
式
を
行
い
七
日
に
鉧
出
し

を
行
い
ま
し
た
。
非
常
に
良
い
製
品
が
で
き
た
よ
う
だ
と
の
報
告
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
日
立
金
属
株
式
会
社
様
及
び
株
式
会
社
日
立
金
属
安
来
製
作
所
様
に
は
感
謝
状

及
び
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
予
算
、
決
算

の
理
事
会
が
続
き
ま
す
が
、
ご
出
席
い
た
だ
き
た
い
と
の
発
言
が
あ
り
、
臨
時
理
事

会
は
終
了
し
ま
し
た
。 


